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1.  平成24年12月期第1四半期の連結業績（平成24年1月1日～平成24年3月31日） 

(注)平成23年12月期第３四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成23年12月期第１四半期の数値及び対前年同四半期増減率については記載
しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年12月期第1四半期 6,686 ― 658 ― 657 ― 375 ―

23年12月期第1四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

（注）包括利益 24年12月期第1四半期 377百万円 （―％） 23年12月期第1四半期 ―百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年12月期第1四半期 12.60 12.25
23年12月期第1四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年12月期第1四半期 8,858 4,419 48.9
23年12月期 9,047 4,255 46.2

（参考） 自己資本   24年12月期第1四半期  4,333百万円 23年12月期  4,178百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  

当社は、平成23年８月16日付で普通株式１株を２株の割合で株式分割を実施しており、当該株式分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定した場合の
平成23年12月期の中間配当金及び年間配当金は、それぞれ4円50銭、11円50銭に相当いたします。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年12月期 ― 9.00 ― 7.00 16.00

24年12月期 ―

24年12月期（予想） 8.00 ― 8.00 16.00

3.  平成24年12月期の連結業績予想（平成24年1月1日～平成24年12月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
平成23年12月期第２四半期は連結子会社が存在しなかったため、第２四半期（累計）の対前年同四半期増減率については記載しておりません。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 12,891 ― 1,292 ― 1,291 ― 736 ― 24.66
通期 27,011 21.5 2,643 31.5 2,640 29.1 1,504 31.0 50.40



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

（注）当社は、平成23年８月16日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化
等により、上記予想数値と異なる場合があります。 
なお、上記予想に関する事項は添付資料の２ページを参照してください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年12月期1Q 30,114,400 株 23年12月期 30,061,600 株

② 期末自己株式数 24年12月期1Q 260,270 株 23年12月期 237,370 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年12月期1Q 29,844,163 株 23年12月期1Q 14,776,667 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

（当期の経営成績） 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、長きに亘る円高により抑制傾向にあった製造業の設備投資意

欲が、円高修正の流れから回復の兆しを見せております。また、自動車関連産業をはじめとした製造業における生

産量も穏やかに回復し、全体としては、穏やかな景気持ち直し基調で推移いたしました。 

一方、当社が主として販売する工場用間接資材業界におきましても、東日本大震災の復旧活動に関わる業種にお

ける需要の増加や自動車関連産業を中心とした国内生産活動の回復等により、需要が戻りつつあります。 

このような経済環境のなか、当社は、データマイニングツールを活用した効率的なファクシミリやダイレクトメ

ールによるチラシの発行、インターネットを使った広告など、引き続き積極的なプロモーション活動を展開し、さ

らに、本年１月に、安価なプライベートブランド商品を中心に約6,800アイテムの商品を掲載した「経費節減カタ

ログVol.2」を新規に発行するなど、顧客の離脱防止と新規顧客の獲得に注力してまいりました。また、Webサイト

における顧客の幅広い要望に対応すべく、顧客の利便性向上にも積極的に取り組んでまいりました。このほか、販

売面では、日替わり特価や各種キャンペーンの実施など、顧客の購買意欲の高揚策も積極的に行ってまいりまし

た。これらの施策を実施したことにより、当第１四半期連結累計期間中に42,545口座の新規顧客を獲得することが

でき、当第１四半期連結会計期間末現在の登録会員数は、746,317口座となりました。 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高6,686百万円、営業利益658百万円、経常利益657百万

円、四半期純利益375百万円となりました。 

なお、当社グループは、平成23年12月期第３四半期より連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期との比

較は行っておりません。 

事業の品目別の業績概況は、次のとおりであります。 

①工場消耗品 

電動・空圧工具、測定用品及び作業工具等の売上が堅調に推移した結果、売上高は2,875百万円となりま

した。 

②工場交換部品 

物流・保管用品、コンプレッサー及び制御機器等の売上が好調に推移したほか、自動車アフターマーケッ

ト向け自動車整備・トラック用品の売上が大きく寄与し、売上高は2,579百万円となりました。 

③その他 

科学研究・実験器具、事務用品及び工事用品関連商品等の売上が堅調に推移し、売上高は1,231百万円と

なりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して188百万円減少し、8,858百万円となりま

した。流動資産は前連結会計年度末と比較して221百万円減少した結果、7,822百万円となりました。流動資産が減

少した主な要因は、売掛金が332百万円増加しましたが、現金及び預金が392百万円、たな卸資産が161百万円減少

したことなどによるものであります。固定資産は33百万円増加して1,036百万円となりました。 

負債につきましては、前連結会計年度末と比較して351百万円減少し、4,439百万円となりました。流動負債は前

連結会計年度末と比較して410百万円減少した結果、4,339百万円となりました。流動負債が減少した主な要因は、

未払法人税の減少332百万円及び未払金の減少280百万円などによるものであります。固定負債は58百万円増加して

99百万円となりました。 

純資産につきましては、前連結会計年度末と比較して163百万円増加し、4,419百万円となりました。これは主と

して四半期純利益375百万円及び配当金の支払208百万円などによるものであります。 

以上の結果、当第１四半期連結会計期間末における自己資本比率は前連結会計年度末と比較して2.7ポイント増

加し、48.9％となりました。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

わが国経済は、東日本大震災の影響等による低迷期から徐々に回復しつつあるものの、欧州債務問題などを背景

とした世界経済の下振れ懸念や不安定な為替相場など、先行きに不安を抱えた不透明な経済環境であるといえま

す。 

このような経済環境のなか、当社の第１四半期連結累計期間の業績は、概ね計画を若干上回る状況で推移してお

りますが、今後の見通しは決して楽観できるものではありません。従いまして、現時点において、平成24年２月１

日に公表いたしました平成24年12月期の連結業績予想（第２四半期連結累計期間及び通期）に変更はありません。

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（４）追加情報 

該当事項はありません。 

２．サマリー情報（その他）に関する事項

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日 
至  平成24年３月31日） 

（１株当たり当期純利益に関する会計基準等の適用） 

当第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号  平成22年６

月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号  平成22年６月

30日）を適用しております。 

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定にあたり、一定期間の勤務後に権利が確定するストック・オプ

ションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプションの公正な評価額

のうち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております。 

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年１月１日 
至  平成24年３月31日） 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号  平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日）を適用しております。 

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,519,895 1,127,307

売掛金 2,319,498 2,652,384

商品 2,747,980 2,648,526

未着商品 128,822 81,903

貯蔵品 54,747 39,166

未収入金 1,126,792 1,135,202

その他 176,570 165,166

貸倒引当金 △30,255 △26,978

流動資産合計 8,044,052 7,822,678

固定資産   

有形固定資産 206,257 198,042

無形固定資産 593,463 615,456

投資その他の資産   

差入保証金 146,223 143,708

その他 74,461 95,773

貸倒引当金 △17,335 △16,835

投資その他の資産合計 203,349 222,645

固定資産合計 1,003,069 1,036,144

資産合計 9,047,122 8,858,823

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,936,657 2,045,118

短期借入金 1,300,000 1,300,000

未払金 743,765 462,885

未払法人税等 622,508 289,907

賞与引当金 28,118 69,200

役員賞与引当金 19,571 16,373

その他 99,384 156,452

流動負債合計 4,750,007 4,339,937

固定負債   

役員退職慰労引当金 32,318 87,268

その他 8,925 12,386

固定負債合計 41,244 99,654

負債合計 4,791,251 4,439,592

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,724,618 1,729,476

資本剰余金 529,155 534,014

利益剰余金 2,025,669 2,192,898

自己株式 △100,772 △122,663

株主資本合計 4,178,671 4,333,726

新株予約権 49,032 55,647

少数株主持分 28,166 29,856

純資産合計 4,255,870 4,419,230

負債純資産合計 9,047,122 8,858,823
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年３月31日) 

売上高 6,686,859

売上原価 4,819,792

売上総利益 1,867,067

販売費及び一般管理費 1,208,229

営業利益 658,837

営業外収益  

受取利息 18

受取手数料 981

受取補償金 1,535

諸資材売却益 1,064

その他 977

営業外収益合計 4,577

営業外費用  

支払利息 3,163

為替差損 1,457

その他 1,137

営業外費用合計 5,757

経常利益 657,657

特別損失  

固定資産除却損 22

特別損失合計 22

税金等調整前四半期純利益 657,634

法人税、住民税及び事業税 284,879

法人税等調整額 △4,932

法人税等合計 279,946

少数株主損益調整前四半期純利益 377,688

少数株主利益 1,689

四半期純利益 375,998

少数株主利益 1,689

少数株主損益調整前四半期純利益 377,688

四半期包括利益 377,688

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 375,998

少数株主に係る四半期包括利益 1,689
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該当事項はありません。 

該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）重要な後発事象

当第１四半期連結累計期間 
（自  平成24年１月１日 
至  平成24年３月31日） 

  
  
  

（ストック・オプションの付与） 

当社は、平成24年４月27日開催の当社取締役会におい

て、会社法第236条、第238条及び第240条の規定に基づ

き、当社の執行役に対して、株式報酬型ストック・オプシ

ョンとして新株予約権を発行することを決議しました。 

当該制度の内容は、次のとおりであります。 

①決議年月日：平成24年４月27日 

②付与対象者の区分及び人数：執行役  １名 

③株式の種類及び割当数：普通株式 1,900株 

④割当日：平成24年５月16日 

⑤権利確定条件 

権利行使時において、当社の執行役の地位を有してい

ること。ただし、任期満了による退任、その他正当な理

由のある場合並びに相続により新株予約権を取得した場

合はこの限りでない。 

⑥権利行使期間 

平成26年５月１日から平成34年３月31日まで 

⑦新株予約権の行使時の払込金額 

１円 

⑧新株予約権の譲渡に関する事項 

新株予約権の譲渡による取得は、当社取締役会の承認

を要する。 

（自己株式の取得） 

当社は、平成24年４月27日開催の当社取締役会におい

て、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用さ

れる同法第156条の規定に基づき、自己株式を取得するこ

とを決議しました。 

１．自己株式の取得を行う理由 

経営環境の変化に対応した、機動的な資本政策の遂行を

行うため。 

２．取得に係る事項の内容 

(1)取得する株式の種類 

当社普通株式 

(2)取得しうる株式の総数 

1,900株（上限）（発行済株式総数（自己株式を除

く）に対する割合0.01％） 

(3)株式の取得価額の総額 

3,300,000円（上限） 

(4)取得期間 

平成24年５月１日～平成24年５月15日 

  

株式会社MonotaRO（3064）平成24年12月期第１四半期決算短信（連結）

― 6 ―



平成23年12月期第３四半期より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前年同四半期に係る四半期連結財務

諸表は作成しておりませんが、参考までに提出会社における四半期損益計算書を記載しております。 

四半期損益計算書 

                                                                （単位：千円） 

５．補足情報

（参考）前年同四半期に係る財務諸表

  
前第１四半期累計期間 

（自  平成23年１月１日 
至  平成23年３月31日） 

売上高   5,110,904

売上原価   3,670,587

売上総利益   1,440,317

販売費及び一般管理費   922,520

営業利益   517,797

営業外収益    

受取利息   13

為替差益   5,116

その他   3,510

営業外収益合計   8,641

営業外費用    

支払利息   1,939

たな卸資産処分損   495

その他   5

営業外費用合計   2,441

経常利益   523,997

特別損失    

固定資産除去損   1,525

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額   25,776

特別損失合計   27,302

税引前四半期純利益   496,694

法人税、住民税及び事業税   220,709

法人税等調整額   △10,076

法人税等合計   210,633

四半期純利益   286,061
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